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第1図　遠別旭温泉の位置．
コンター間隔は100m．第1図には,新冠泥火山の位置も併せて示した．

1．はじめに
＝遠別町と遠別旭温泉・歌越別泥火山の紹介＝

北海道天塩郡遠別町は，稚内市の南約80kmに位
置する（第1図）．人口は3,487人1）．遠別町の平均気
温は6.4℃であり，稚内市の6.6℃よりさらに低い値で
ある．吉良（1949）の気候区分では，（月平均気温－
5℃）の総計である「暖かさの指数」が57.6であること
から冷温帯に区分され，また鈴木（1962）の気候区分
では寒帯気団に支配される準裏日本気候区に区分さ
れている．ちなみに気温の極値は最高気温34.2℃
（1979年8月18日），最低気温－26.8℃（2000年1月15

日）である．なお，気温のデータは，気象庁・気象統
計情報・地点ごとのデータ（昨日まで）から，北海道・
遠別の平年値（月・年）および極値を参照した2）．この
ような苛酷な気候条件であるにもかかわらず，明治34
年に南山仁太郎氏により初めて稲作に成功したこと
を記念して建立された「水稲発祥の碑」という，遠別
町が日本の水稲栽培の北限地であることを示す碑が
ある．
遠別町は，日本海に沿った部分と遠別川に沿った

部分に集落がある．日本海沿岸の遠別町最南の集落
が歌越で，モオタコシベツ（茂歌越別）川を6kmほど
上流に行くと，遠別旭温泉に辿り着く．本温泉の所在
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第2図　遠別旭温泉と歌越別メタン田（撮影：森川）．
手前に，歌越別メタン田の坑井・水／ガス分離施
設等があり，奥手に遠別旭温泉の施設がある．
遠別旭温泉は平成17年にリニューアルオープン
している．第3図および第4図に示す池は写真手
前側に位置している．

地は同時に歌越別メタン田でもある（歌越別背斜ガス
田という言い方もある，第2図）．遠別旭温泉は昭和
47年に利用が開始された温泉であるが，歌越別メタ
ン田の探査・開発の歴史は大正時代まで遡ることが
できる．なお，本鉱山の探査および開発の詳細につ
いては，秦（1961），斉藤ほか（1966），北海道立地下
資源調査所（1979）および福田（1985）を参照された
い．
渡邊（1913）は遠別地方の地質調査報告を行った．
歌越別背斜に関連する多数の産油地を報告するとと
もに，「モオタクシュペツ」の山麓の崖錐堆積層中にあ
る直径約5間（9m）の円形の池中より，多量の可燃性
ガスが発生していることを記している．秦（1961）が編
纂した地質図説明書にも，モオタコシベツ川中流の歌
越別背斜西翼にあたる地点の沖積層中の沼および湿
地に，かなりの油徴（原油）および可燃性ガスの放出
があることが記されている．遠別旭温泉の佐藤邦晴
氏（2004.7.8聴取）によれば，①昔は池から9尺も水が
噴き上がっていた，②池からの塩水のため農作物が
うまく育たないことがあった，③沢沿いに小規模な泥
の山があり泡がぶくぶく出ている（詳細位置不明），と
のことであった．佐 （々1954）は，1952年十勝沖地震
に関連した新冠泥火山の活動について考察した中
で，国内外の泥火山について概観している．このな
かで「本邦では油田地帯でも噴泥孔を伴う地点はあ
っても，特に泥火山として取り上げるに足るものは，
北海道歌越別背斜のものなどの外，あまり聞いてい

ない」と述べている．モオタコシベツ川周辺でかなり
の量の油徴および可燃性ガスの放出があることを指
していると推定されるが，いずれにせよ歌越別メタン
田付近が地質学的に泥火山である可能性を述べたも
のであると考えられる．

2．泥火山とは何か

ここで，泥火山とは何かについて考えてみる．泥火
山とは，①異常に高い間隙水圧を持った泥濘が泥ダ
イアピルとして上昇し，地下水（温泉水），ガス，時に
は石油とともに地表に噴出して，火山に類似した堆積
（凸型）地形や陥没（凹型）地形を生じたものであるこ
と，②泥ダイアピルの上昇は，地下数キロ（1－3km）か
ら始まり，高さ数百m，直径数kmもの凸型地形を地
表に出現させる可能性を有していること，③泥ダイア
ピルは，プレート沈み込み帯，堆積速度が大きい場
所，流体の移動が妨げられやすい場所，流体などに
より著しく地層が変質させられる場所等，泥濘が多
量に供給され，なおかつ異常に高い間隙水圧が形成
されやすい場所であれば，前弧域，火山・温泉地帯，
背弧域あるいは陸上，海底を問わず出現する可能性
を持つこと，であると考えられる．
本地域について考えてみると，①および③につい

ては，メタン田開発時に異常に高い間隙水圧を持っ
た地層に逢着することがたびたびであったことが，秦
（1961），斉藤ほか（1966）および北海道立地下資源調
査所（1979）に詳細に記されている．また，メタン田開
発地域の西端に上述した可燃性ガスを多量に放出し
ている円形池（陥没地形）が存在している．
②については，北海道立地下資源調査所（1979）

に，本地域で行った電気探査の結果が示されており，
メタン田として開発されている地域の西端と東端に
地下400m程度から低比抵抗のゾーンが煙突状に上
がっている様子が解析されている．北海道立地下資
源調査所（1979）には，「塩分濃度の高い地層水と亀
裂や小破砕帯からの塩分の滲出が反映されていると
考えるのが適切であろう．ただ，この部分が，地質上
では全体的に破砕された複雑化した地帯となってい
ることは推測できる．」と，記されている．
これらのことを考え合わせると，本地域の円形池を
中心とする地域を泥火山であると考えることに特に
問題はないと考えられる（以下，歌越別泥火山と記
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第3図　遠別旭温泉の西にある池（歌越別泥火山の中心？）の全景（撮影：高橋）．

すことにする）．2004年7月に撮影した円形池の全景
を第3図に，近景を第4図に，それぞれ示した．
田中・大山（2001）は，日本周辺の背弧域に存在す
る泥火山として，北海道・新冠泥火山（第1図に位置
を示した），サハリン・馬群潭および豊眞線泥火山，
および台湾泥火山（活動的なものだけで64座あると
記されている）を挙げている．また新谷・田中（2005）
は，新潟県十日町市松代に，蒲生，松泉寺，および
室野の3泥火山の存在を示している．歌越別泥火山
は形状的には，陥没地形を作っていたとされる1910
年以前のサハリン・馬群潭泥火山3）（田中・大山,
2001），および台湾泥火山のうち，鯉魚山泥火山4）5）あ
るいは養女湖泥火山6）（田中・大山, 2001）に類似して
いるものと推定される．

3．泥火山の活動について

歌越別泥火山では，円形池を中心とする地域で激
しい活動をした例は知られていない．ただ世界的に
は泥火山は継続的に，また繰返し活動することが知
られている．

3.1  地震により泥火山の活動が誘発されたと考

えられる例

2003年9月26日の十勝沖地震後，新冠泥火山（第8
丘）の頂部に放射状のクラックが生じ，ブロック状の
土塊が盛り上がっていたこと，クラックの低い部分か
らは水が流れ出た痕跡があったことが報告された7）．
2004年7月時点の新冠泥火山第8丘頂部の様子を第
5図に示した．新冠泥火山では，1952年（筒浦,
1952；佐々, 1954），1968年，1982年，1993年および
1994年（黒沢ほか, 1996）の周辺の地震時にもガス，
地下水および泥濘の噴出があったことが知られてい
る（千木良・田中, 1997）．

3.2  自発的な泥火山の活動例

一方，泥火山の分布は，多くは断層沿いあるいは
背斜軸沿いに分布しており，泥濘の泥ダイアピルから
地表への通路となっていると考えられている．第2と

第4図　遠別旭温泉の西にある池の近景（撮影：高橋）．
盛んに泡が出ていることがわかる．

第5図　2004年7月5日時点の新冠泥火山第8丘頂部の様
子（撮影：高橋）．
背景の平頂な丘は新冠泥火山第7丘．第8丘頂
部は灰白色の泥濘で凸凹になっている．
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して，世界の泥火山の地震活動と関連しない自発的
な活動例をいくつか紹介する．
（1）200を超える泥火山のあるアゼルバイジャン（The
Academy of Sciences of the Azerbaijan SSR, 1971）
の，Saryncha泥火山（バクー市付近）では，1936年
の活動で10万m3（地表被覆面積112ha，最厚
60m）の泥濘を噴出した8）．また，2001年10月29日
の活動では，爆発により炎が数百m上空まで達し，
何トンもの泥濘を噴出した9）．

（2）トリニダード・トバコのPiparo泥火山では，1997年2
月22日の活動で2.5km2の地域が泥濘で埋まっ
た10）．ガス爆発は起きなかった．同泥火山には，
1930年11月3日にも活動の報告がある11）．またトリニ
ダード島南海岸沖には，時折海面に顔を出す泥火
山（Chatham（Island）泥火山）があることも知られて
いる．その体積は25.5万m3と推定されている8）．

（3）噴出量がはっきりしているのは，ニュージーランド
のWaimata Valley泥火山で，15万トン8）．また，爆

発的な活動は，台湾のいくつかの泥火山において
も報告されている（2002年2月25日，鯉魚山泥火山
12）等）．

（4）泥火山8）13）14）15）は，上記以外にもインドネシア・チ
モール島周辺（Barber et al., 1986；脇田, 1987），
台湾（例えば，田中・大山, 2001），サハリン（馬群
潭3），豊眞線，元泊：田中・大山, 2001），ビルマ（ミ
ンブー油田：佐々, 1954），パキスタン（マクラン16）

17）），地中海（イタリア沖からギリシャ沖8）），黒海
（例えばDvurechenskii泥火山8）），中国新疆維吾爾

シンチャンウイグル

（烏蘇18）19））等においてその存在が知られている．
（5）泥火山が陥没地形を作っている場合，陥没の中
心である沼沢地から常時流体が噴出し，水面が盛
り上がっている（盛り上がっていた）場合が知られ
ている．例えば，台湾の多くの泥火山20），およびサ
ハリン・馬群潭泥火山（1910年以前，田中・大山,
2001）等の事例がある．

第6図　アゼルバイジャンの泥火山の1810年から1967年の活動履歴．
上記期間に1度しか噴火の記録がない20座の泥火山を灰色丸で示した．ただし本文中にも示したよう
に，Saryncha泥火山は2001年に噴火している．
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3.3  泥火山の活動履歴

上述したように，泥火山からの泥濘の噴出量は最
大数十万m3，地表被覆最大数km2にもなる可能性が
ある．また，活動時にガス爆発を起こす可能性もあ
る．さらに，泥火山の下位には，高圧のガスが地層中
に封入され，高い地圧を持つ地層（膨潤性地山）が分
布していることが知られている（例えば，新潟県松代
町の蒲生泥火山の直下を掘削した北越急行ほくほく
線鍋立山トンネル：新谷・田中, 2005）．そのため，泥
火山の活動履歴を知ることはきわめて重要である．
最後に泥火山の活動履歴が明らかないくつかの例を
あげる．
（1）アゼルバイジャンのSaryncha泥火山8）9），トリニダ
ード・トバコのPiparo泥火山11）では60－70年間隔で
同じ場所で活動している．アゼルバイジャンでは，
1810年から1967年の間に122回の活動が観測され
た（The Academy of Sciences of the Azerbaijan
SSR, 1971）．アゼルバイジャンとはペルシャ語で
「火」の意味であり，相当程度過去から継続的に泥
火山の活動があったことが推定できる9）．The
Academy of Sciences of the Azerbaijan SSR（1971）
に示された泥火山の活動履歴を第6図に示した．
第6図から，アゼルバイジャンの200を超える泥火
山のうち，19世紀以降に活動の記録のあるのは36
座であること，このうち1度しか活動記録がないの
は20座である（前述したSaryncha泥火山も含まれ
る）ことがわかる．ただ一方で18回もの活動履歴
を持つLokbatan泥火山のような例も存在している
こともわかる．

（2）サハリン・馬群潭泥火山では，1910，1929，1933
および1934の各年に活動したことが報告されてお
り，その活動間隔は非常に短い（あるいは連続的
である）（田中・大山, 2001）．

（3）台湾の鯉魚山泥火山では，1988年までの77年間
は活動がなかったが，1988年以降，1995，1996，
1998.8，1999.1，2000.10，2001.4，2002（2, 8, 12），
2003（2, 9），2004.4の各年と，非常に激しく活動す
るようになった21）．

（4）北海道・新冠泥火山について，周辺の河岸段丘
との対比により，最終氷期（1万年前）以降の活動
の履歴が推定されている．新冠泥火山では，
10km程度の範囲で背斜軸沿いに9個の泥火山が

生成している．また泥火山の活動により，付近を流
れる高江川の流路が変化している（千木良・田中,
1997）．

4．おわりに

以上に述べたように，泥火山は，年数回～数十年
に1回程度の間隔で爆発的に活動する可能性を持つ
ことが考えられるので，歌越別泥火山についても防
災的な立場から，今後の活動の推移を見守っていく
必要があるものと推察される．
また泥火山は，石油やメタン貯留層の地表兆候と

して調査されて来た歴史を持つが，北越急行ほくほく
線鍋立山トンネルの掘削の例が示すように，泥火山が
存在するような地層の場に何らかの構造物を建設す
る場合，その後の維持管理を含めて多大な困難が発
生することが容易に想像出来る．そのため今後は，
泥火山を高い地圧を持つ地層の存在を示す地表兆
候としても捉え，その分布や活動歴を詳細に調査・研
究していく必要があるのではないかと思われる（田中,
2006）．
最後になりましたが，筆者に遠別旭温泉を紹介して
くださった遠別町役場の高橋勝氏，新潟県十日町市
松代の松代泥火山を紹介してくださった山口大学の
田中和広教授に深甚なる謝意を表します．

5．追記

2006年5月28日頃から，インドネシアの東ジャワ州
シドアルジョ（スラバヤ南方35km）にある石油坑井の
周辺より1日5万m3もの泥濘が噴出し続け，8月31日
段階で25km2もの範囲が泥濘で覆われた．8月31日
には，泥濘の中に2m程度の泥火山が生成している
のが確認された．石油会社では泥濘噴出以前から坑
井の暴噴を制御しようとセメントで坑井を固める作業
を行っていたが，坑井周辺に亀裂を生じ多量の泥濘
が噴出する結果となった．この現象については，泥
火山の活動であるとする記述がある一方，①泥濘の
温度が60℃と，泥火山の活動にしては高いこと，②硫
化水素ガスを伴っていることの2点が一般的な泥火山
の活動とは異なるという見解も出されている22）．今後
の推移を見守りたい．
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